
施策コード 事業名称 部局名 所属名 シート区分 ページ

13111 保健所施設管理費 保健福祉部 医事薬事課 シートA 2

13124 薬局等監視指導事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 3

13124 毒物劇物監視指導事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 4

13311 急患医療センター運営事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 5

13311 在宅当番医・救急医療情報提供事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 7

13311 休日診療所運営補助金 保健福祉部 医事薬事課 シートB 8

13311 病院群輪番制病院運営事業補助金 保健福祉部 医事薬事課 シートB 10

13311 松山市救急医療対策協議会負担金 保健福祉部 医事薬事課 シートA 12

13311 小児救急医療支援事業補助金 保健福祉部 医事薬事課 シートB 13

13311 小児救急医療確保事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 15

13312 救急医療啓発事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 17

13321 離島診療連絡船維持管理事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 18

13321 患者搬送車維持管理事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 20

13321 中島等地域医療確保事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 22

13321 産科医等確保支援事業補助金 保健福祉部 医事薬事課 シートA 24

13321 島しょ部航路運賃助成事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 25

13323 医療関係施設監視指導事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 27

13323 病院等監視指導事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 28

13323 衛生検査所精度管理事業 保健福祉部 医事薬事課 シートA 29

13323 医療安全支援センター運営事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 30

19999 一般事務費 保健福祉部 医事薬事課 シートA 32

21223 災害用医薬品確保事業 保健福祉部 医事薬事課 シートB 33

事務事業一覧表
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13111 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

昭和 61 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史 中矢　皓介 坂本　伶奈

-

-総合戦略

-

取組み

山内　利博

安藤　省吾 奥村　高史

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる

評価実施年度

重点プロジェクト

令和3年度

中矢　皓介

事務事業名
（施策コード）

1-1:自治事務（実施規
定なし）

-

施策 健康づくりの推進

1:直営

西原　彩
令和2年度

保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

保健所施設管理費

主な取り組み -

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

主な取り組み 健康づくり活動への支援

市長公約

-

取り組みの柱 健康管理の支援 -

-

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

事業の目的
（どのような状態にするか）

松山市保健所消防合同庁舎、保健センターの両施設について、市民及び職員が安心かつ安全に利用できる状態を維持する。

背景
（どのような経緯で開始した

か）

昭和61年に松山市保健センターが、平成12年に松山市保健所消防合同庁舎が建設されたことに伴い、施設の維持・管理が必要になった。

松山市保健所消防合同庁舎、保健センター
・保健所内の施設及び公用車の維持管理
・各施設、設備の保守点検・警備・清掃・総合案内等業務委託
・保健所行事等の調整

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

決算額 (B)　（単位：千円） 48,203

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

R2年度 R3年度R元年度

101,793

90,398

現計予算額 (A)　（単位：千円） 49,845 50,419

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

年度当初の目標とおり、施設の維持管理を行うことができた。

主な取組み内容

47,959 50,166

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 1,642

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料　　　22,972千円
光熱水費　　13,848千円
通信運搬費　5,880千円

委託料　　　23,766千円
光熱水費　　14,600千円
通信運搬費　5,312千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0

県支出金 0

その他

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 市民及び職員が安心安全に施設を利用できるよう維持管理を行えている。

R3年度の目標

施設の経年劣化で、いたるところに故障が見ら
れるが、関係各課や保守業者との連携を密に
し、情報収集に努め、施設の長寿命化計画に
沿った形で優先順位を付けながら改修、維持
管理を行う。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

予定されている大規模な工事や修繕等はない
が、経年劣化により、各所で異常が発生すると
思われるため、その都度協議し対応する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

各設備について経年劣化が進んでいるため、
修繕の必要がある箇所について把握するよう
努める。特に空調等更新については、設計委
託→工事となるため、令和４年度に設計委託
を行い、令和５年度に工事に着工できるよう、
関係各所と協議を行う。

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

事業の公共性 必要性 公益性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

免震部定期点検（１０年／１回）
保健所消防合同庁舎、保健センター雨漏り修繕工事
空調室外機修繕工事

建物及び施設内部の設備について、経年劣化のため各所が痛んでおり、その都度修理を行う必要がある（電気、外壁、給排水管等）。また、今後予定している大規模改修は、平成12年の設
置から更新をしていない合同庁舎の空調機器更新工事、エレベーターの更新工事があり、その他にも、中央監視システムの更新、自家発タンク増設工事を行う必要がある。特に空調機器は
近年故障の頻度も高く、部品の供給も難しくなってきているため、早急に行う必要があるが、合同庁舎屋上の室外機の問題があり、空調と同時に自家発タンクの増設と中央監視システムの更
新を行う必要がある。エレベーターもメーカーの更新推奨時期を迎えているため、令和5年頃までに更新が必要と言われている。

0

0

5,900

256

84,242

11,395

0

市債 0 0

244 253

一般財源
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13124 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 10 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

1 1

R3年度の目標

本事業を継続して行うことで、医薬品、医療機
器等の品質、有効性及び安全性を確保し、保
健衛生の更なる向上を目指す。
市民向けの啓発目標：年5回程度、広報まつ
やまに医薬品の適正使用に関する記事を掲
載する。
事業者向けの指導・啓発等目標：薬事監視を
190件程度実施する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・薬局、店舗販売業、医療機器販売業等の許
可、届出に伴う現地調査
・年間監視指導計画に基づく立入検査
・無承認医薬品や特定販売等の広告監視指
導の実施
・危険ドラッグの撲滅に向け、各種講座や啓発
活動を積極的に行う。
・健康サポート薬局制度の円滑な導入を図る。
・地域で出張説明会「くすりと健康」を積極的
に行い、医薬品等の適正使用の推進を図る。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

令和元年12月には医薬品医療機器等法の一
部を改正する法律が公布され、今年度は認定
薬局制度の施行等、薬事を取り巻く状況に大
きな変化が起こっている。監視指導時に法令
の順守状況の確認及び周知を図っていくとと
もに、地域に根ざした医療提供体制等の構築
に向け、事業者に協力等を促していきたい。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

令和元年12月4日付けで改正医薬品医療機器等法が公布され、今後数年かけて段階的に施行される。各条文の施行日までに、内容の把握、必要な規則等の改正、事業者等への周知が必
要となる。
昨年度同様、コロナ禍であり、監視指導計画に基づく監視が困難となっている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

コロナ禍で監視指導計画に基づく監視や医薬品の啓発事業である講習会、説明会が実施出来なかった。
その中で、医療提供施設である薬局に対し、通知等によりコロナウイルス感染対策の啓発を実施した。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 本事業の実施により、医薬品、医療機器の品質、有効性及び安全性の確保が出来、市民の健康や安全安心につながっている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 329 203

主な取組み内容

・薬局、店舗販売業、医療機器販売業等の許可、届出に伴う現地調査等を実施及び年間監視指導計画に基づき立入検査（薬事監視）を実施
・無承認医薬品や特定販売等の広告監視指導の実施
・危険ドラッグ相談窓口での相談対応
・危険ドラッグ撲滅に向けた啓発活動の実施
・地域で出張説明会「くすりと健康」「危険ドラッグは、ダメ。ゼッタイ。」の実施

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

消耗品費：267千円
負担金：202千円
補助金：190千円

消耗品費：280千円
負担金：203千円
補助金：190千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

特記事項なし 特記事項なし

その他 1,666 2,332 2,737

一般財源 -930 -1,670 -1,884

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 783 710

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 47 48 48

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 1,112 913 901

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保健所設置市となった平成10年度から、医薬品等の安全性確保と適正使用のため、医薬品等販売業監視指導事業として開始。その後、地方分権の推進とともに、市民に身近な薬局開設許
可や高度管理医療機器等販売業などの各権限が移譲され、平成17年度からは、薬局等監視指導事業に名称を変え、現在に至っている。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

・薬局、店舗販売業、医療機器販売業等に対し、
　許可、届出に伴う現地調査及び事務処理を実施
　年間薬事監視指導計画に基づき、立入検査（薬事監視）を実施
　無承認無許可医薬品、不良不正医薬品、医療機器等や特定販売の広告監視指導を実施
　衛生指導総合情報システムにて、薬局等の情報管理を行い、事務の効率化と実効性のある監視指導を実施
・市民に対し、
　市民生活に関連の深い薬の正しい知識について、啓発活動や講座等を積極的に実施
　社会問題である「危険ドラッグ」の撲滅に向け、啓発活動や講座等を積極的にを実施
・薬事経済調査事業の実施

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律で規定される許可基準、松山市
手数料条例

事業の目的
（どのような状態にするか）

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性を確保し、保健衛生の向上を図ることを目的とする。

医薬品等の適正使用の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 予防医療の充実

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 健康づくりの推進 主な取り組み -

安藤　省吾 宮﨑　貞守 三好　喜代

事務事業名
（施策コード） 薬局等監視指導事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

1:直営

宮﨑　貞守 重松　光也

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査 薬剤師

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13124 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 12 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

1 1

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

北川　敦史 奥村　高史

安藤　省吾 宮﨑　貞守 重松　光也 松原　佑季

事務事業名
（施策コード） 毒物劇物監視指導事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

1:直営

宮﨑　貞守 三好　喜代 重松　光也

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

白石　浩人

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 健康づくりの推進 主な取り組み -

主な取り組み 予防医療の充実

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 毒物及び劇物取締法

事業の目的
（どのような状態にするか）

毒物劇物による保健衛生上の危害を防止し、市民の安全安心を確保することを目的とする。

医薬品等の適正使用の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

背景
（どのような経緯で開始した

か）

地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律（平成１１年法律第８７号）が、平成１２年４月に施行されたことに伴い、毒物劇物販売業に係る権限が保健所設置市へ法定移
譲され、本事業が開始。市民に身近な業務上取扱者に関する事務権限も含め、市民の安全と安心を確保するための本市事業として、現在に至っている。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：毒物劇物事業者（一般販売業、農業用品目販売業、特定品目販売業、業務上取扱者）・市民
事業内容：・毒物劇物営業者の登録、届出に伴う現地調査、事務処理を行う。なお、D-GETｓ（毒物劇物営業者登録等システム）により、厚生労働省に報告する。
・毒物劇物事業者等に対し、年間監視計画に基づき立入検査（毒物劇物監視）を実施する。
・愛媛県と合同で農薬危害防止月間に農薬販売店への監視や毒物劇物の大規模事業者への重点監視を行う。
・毒物劇物に関する漏洩事故や水質事故等の際には、松山市危機管理マニュアルに基づき、担当部署と連携し現地調査を行う。
・毒物劇物適正管理のため、事業者や市民を対象とした講習会を開催し、周知啓発を図っている。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

毒物及び劇物取締法で規定される登録基準、松山市手数料条例

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 162 153 152

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 87 65

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

消耗品費：60千円
市内旅費：5千円

普通旅費：77千円
消耗品費：60千円
市内旅費：10千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 258 254 340

一般財源 -171 -189 -188

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

コロナ禍の状況に応じた立入検査となったため、年間監視計画に基づいた監視件数は達成できなかっ
た。しかし、県との合同監視や講習等啓発においては、コロナ対策（3密対策）を行いながら実施することが
出来た。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 市民の安全と安心を確保するために、重要な事業であるから。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 75 88

主な取組み内容

・毒物劇物営業者の登録、届出に伴う現地調査等を実施
・毒物劇物事業者等に対し、年間監視計画に基づき立入検査を実施
・愛媛県と合同で農薬危害防止月間に農薬販売店への監視や毒物劇物の大規模事業者への重点監視を実施
・毒物劇物関連調査として、松山市危機管理マニュアルに基づき、担当部署と連携し現地調査を実施
・毒物劇物適正管理のため、事業者や市民を対象とした講習等啓発を行う。

R3年度の目標

年間監視指導計画に基づき、毒物劇物営業
者等に対して立入検査を実施し、監視指導や
周知啓発を行い、保健衛生上の危害の防止
と、市民の安全安心を確保する。 R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

・毒物劇物営業者の登録等に伴う現地調査
・年間監視指導計画に基づく立入検査
・愛媛県と合同で農薬危害防止月間に農薬販
売店への監視や毒物劇物の大規模事業者へ
の重点監視
・松山市危機管理マニュアルに基づく毒物劇
物関連調査

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

全国的に毒物劇物の紛失、盗難、漏えい事案
が発生していること、オリンピック・パラリンピッ
ク等大規模な大会が控えていること等から、毒
物劇物取扱施設に対し、継続的に毒物劇物
の適正な保管、使用について指導、啓発して
いく。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

全国的に毒物劇物の紛失、盗難、漏えい事案が発生していること、オリンピック・パラリンピック等大規模な大会が控えていること等から、毒物劇物取扱施設に対し、継続的に毒物劇物の適正
な保管、使用について指導、啓発していく必要がある。
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

昭和 49 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

松山市医師会、松山赤十字病院、愛媛大学
医学部等と連携を深め、急患医療センターの
運営を含めた、小児救急医療体制の安定的
継続を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

急患医療センターの安定的な運営

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

将来にわたり松山医療圏の小児救急医療体
制を堅持するため、松山市医師会、松山赤十
字病院、愛媛大学医学部等との連携強化を図
るとともに、引き続き、小児科医の確保に向け
た具体的な方策等を検討するため、松山市急
患医療センター運営協議会等で関係者との協
議を行う。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

小児科の新規開業がほとんどなく、開業医の高齢化が進む中で、将来的に急患医療センターに出務する医師の減少で、急患医療センターの運営が困難となる可能性がある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

急患医療センターを安定的に運営し、小児救急医療体制を維持できたため。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 本事業の実施により、夜間の急病者への治療を施すことができ、市民に対し、安心を与えている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 3,805 11,415

主な取組み内容

松山市急患医療センターの運営

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

報償費：75,747千円
委託料：17,942千円
使用料及び賃借料：7,367千円

報酬：79,734千円
報償費：77,033千円
委託料：18,969千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

会計年度任用職員人件費を別事業として計上
81,981千円

会計年度任用職員人件費90,135千円を当事業に
て、計上

その他 184,064 79,867 136,856

一般財源 19,193 11 77,708

0 1,000 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 203,257 116,026

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 35,148 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 207,062 127,441 214,564

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

二次救急医療機関に軽症患者が集中し、救急医療体制の維持が困難な状況が発生していたため、市民の安全・安心を守るとともに、医療関係者の疲弊を防ぐことを目的に設置した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市急患医療センターにおいて、夜間の急病患者に対し、応急処置を実施する。

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

使用料等の徴収（健康保険法、高齢者の医療の確保に関する法律、その他法令の規定に基づく療養、医
療等に要する費用の額の算定方法により算定した額）

事業の目的
（どのような状態にするか）

年間を通じて夜間の初期救急医療体制を確保するとともに、重症患者については、救急当番医療機関や小児救急医療支援病院への円滑な転院体制を整備することを目的とする。

安定した救急医療体制の維持
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1331

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 小児科医師不足を補うための支援など、救急医療に従事する小児科医師確保のための支援に取り組
みます。また、夜間や休日の小児救急医療体制を堅持します。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

③小児医療の充実

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市急患医療センター設置条例、松山市急患医療センター設置条例施行規則

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 医療体制の整備 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 髙谷　陽介 柏木　康宏

事務事業名
（施策コード） 急患医療センター運営事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

山内　利博 髙谷　陽介 柏木　康宏

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 現状維持

実績値 達成年度 －

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 現状維持

実績値 達成年度 －

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 松山市医師会、松山赤十字病院、愛媛大学医学部等の協力の下、小児科は毎日、内科は月曜日から土曜日（1月1日は除く）に診療を行っている。

成果指標
小児科は、毎日２１：００～翌８：００まで診療を行うことで、患者及び保護者の夜間の急病による不安を解消し、安心して子育てをすることのできるまちづくりに寄与して
いる。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由
夜間における急な発熱等の小児患者に、医療サービスを提供し、病状の悪化
や重症化を防ぐ小児救急体制の構築を目標とする。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

小児の夜間急病につ
いて365日救急医療を
受けることができる体
制

％
100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由

全国的に医師不足が深刻化する中、市医師会等の協力により、夜間における
小児科診療を毎日行い、松山医療圏の救急医療体制を堅持する。これにより、
夜間における発熱等の小児患者へ、医療サービスを提供することを目標とす
る。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100

100 100 100

活動指標

（3つまで設定可）

松山市医師会等の協
力を得て毎日急患医
療センターを安定的に
運営する体制

％
100 100 100

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

昭和 52 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

松山市医師会等との連携により、救急医療体
制の安定的継続を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

休日の在宅当番等を松山市医師会へ委託

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

特に無し

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

特に無し

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

救急医療体制を維持している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 休日の眼科の急病患者への医療を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 0

主な取組み内容

休日の在宅当番等を松山市医師会へ委託

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

役務費81千円
委託料7,430千円

役務費81千円
委託料7,430千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 7,511 7,511 7,511

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 7,511 7,511

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 7,511 7,511 7,511

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

医師会が行っていた在宅当番医制が救急医療対策実施要綱により国庫補助対象となったことを受け、昭和52年から実施している。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

・眼科の急病患者
・松山市医師会に委託し、休日の在宅当番等の事業を実施する

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

休日の眼科の一次救急を確保する。

安定した救急医療体制の維持 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 医療体制の整備 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 柏木　康宏 髙谷　陽介

事務事業名
（施策コード） 在宅当番医・救急医療情報提供事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

山内　利博 柏木　康宏 髙谷　陽介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

昭和 43 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

引き続き、日・祝日の内科・小児科の急病患者
への医療を維持する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

現在確保している日・祝日の内科・小児科の
急病患者への医療を維持するため、補助金を
支出する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

松山市医師会等との連携により、急患医療セ
ンターの運営を含めた救急医療体制の安定
的継続を目指す。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

松山市医師会等関係機関とのさらなる連携を図ることにより、現在の救急医療体制の長期・安定的継続が必要である。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

救急医療体制を継続している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 救急医療体制を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 2,043

主な取組み内容

日曜・祝日の急病患者の医療確保

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金：15,866千円 補助金：13,466千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 18,914 15,866 13,466

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 18,914 15,866

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 18,914 17,909 13,466

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

昭和43年に松山市医師会が休日診療所開設し、日曜・祝日の一次救急医療体制を確保するため、取り組みを開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

一般財団法人 松山市医師会、一般財団法人 松山薬剤師会
日曜・祝日の急病患者の医療確保を目的として、松山市医師会が開設する休日診療所及び松山薬剤師会が開局する松山会営薬局の運営に係る経費に対し補助する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

日曜・祝日の急病患者の医療確保

安定した救急医療体制の維持
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1331

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 小児科医師不足を補うための支援など、救急医療に従事する小児科医師確保のための支援に取り組
みます。また、夜間や休日の小児救急医療体制を堅持します。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

③小児医療の充実

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市休日診療所等運営費補助金交付要綱（平成19年8月20日要綱第84号）

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 医療体制の整備 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 柏木　康宏 髙谷　陽介

事務事業名
（施策コード） 休日診療所運営補助金

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 柏木　康宏 髙谷　陽介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 -

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標

成果指標 日曜、祝日の一次救急医療について、診療体制が整備されており、今後も地域住民が安心して医療を受けることができるよう現状維持に努めている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由
救急医療体制確保のため、休日診療所が診療を行う日曜・祝日、1月
2日、3日のうち、全ての日で診療が行われること（100％）を目標とす
る。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

一二三次救急の連携
により24時間365日救
急医療を受けることが
できる体制

％
100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

昭和 43 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

補助金を継続支給することにより、現在確保し
ている365日24時間の救急医療体制の安定的
継続を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

補助金を継続支給することにより、現在確保し
ている365日24時間の救急医療体制の安定的
継続を図る。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

松山市医師会や救急指定医療機関との連携
を図り、新たに病院群輪番制に参加する病院
を探すなど、救急医療体制の維持に努める。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

救急医療の現場では、年々救急搬送患者が増加するなど、医師等、救急医療に携わるスタッフが疲弊している。また、救急当番日には現場で対応するスタッフの人員確保やベッド数の確保
に苦慮している。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

救急医療体制を継続している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 救急医療体制を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 0

主な取組み内容

二次救急医療体制を維持するため、補助金を支給した。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金：62,900千円 補助金：62,900千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 12,869 12,772 12,772

一般財源 50,511 50,128 50,128

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 63,380 62,900

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 63,380 62,900 62,900

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

昭和39年救急病院等を定める省令が施行され、昭和40年救急告示医療機関が救急活動を開始し、昭和52年病院群輪番制による二次救急医療体制が整備された。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

休日・夜間に入院治療を必要とする重症患者の医療を確保するため、１４の病院群輪番制病院にその運営にかかる費用の補助を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

重症患者等を受け入れる二次救急医療体制を安定的に提供する。

安定した救急医療体制の維持
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 4411

④住み続けたいまちをつくる（持続可能なまちづくり）

取組み
① 松山圏域（松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町及び砥部町）が連携し、それぞれの地域が
持つ特色を生かした魅力ある圏域づくりを進めることで、圏域の人口減少に歯止めをかけ、将来に向けて
持続可能な地域社会の形成を目指します。

④近隣地域との連携による経済・生活圏の形成

①連携中枢都市圏構想の推進

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市病院群輪番制病院運営費補助金交付要綱（平成19年8月20日要綱第83号）、松山市救急搬送受入に係る補助金交付要綱（平成25年8月9日要綱第59号）

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

312

個別プログラム 笑顔を守るプログラム

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト みんなで守り助け合う「安心して暮らせるまちづくり」プロジェクト

施策 医療体制の整備 主な取り組み 地域における医療・介護体制の充実

安藤　省吾 奥村　高史 柏木　康宏 髙谷　陽介

事務事業名
（施策コード） 病院群輪番制病院運営事業補助金

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 柏木　康宏 髙谷　陽介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 -

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標

成果指標 本市では、急な病気やケガの時に、毎日どこかの病院で診療を受けることができる二次救急輪番体制が構築されており、現状維持に努めている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由
救急医療体制を維持するうえでの指標となるため、年間日数に対する
二次救急医療体制が確保できた日数の割合100％を目標とする。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

24時間365日救急医
療を受けることができ
る体制

％
100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標

11



令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

昭和 47 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

松山市医師会、救急病院等との連携により、
救急医療体制の安定的継続を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

松山市医師会、救急病院等との連携により、
救急医療体制の安定的継続を図るため負担
金を支払う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

救急医療体制が、将来にわたって安定的に継
続できるよう、松山市医師会、救急病院等と協
議する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

救急医療の現場では、年々救急搬送患者が増加するなど、医師等、救急医療に携わるスタッフが疲弊している。また、救急当番日には現場で対応するスタッフの人員確保やベッド数の確保
に苦慮している。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

救急医療体制を維持している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 救急医療体制を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 -150

主な取組み内容

救急医療体制の安定的継続を図るため、負担金を支出した。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金：550千円 負担金：400千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用：150千円（協議会を追加開催し、新型コロナへ
の対応を協議したため）

その他 0 0 0

一般財源 400 550 400

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 400 550

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 400 400 400

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

昭和47年、松山市医師会をはじめ関係者が意思疎通を図り、地域内の円滑な救急体制が整備できるよう協議会が発足した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山市救急医療対策協議会
救急医療体制を継続するため協議会の運営に係る経費の一部を負担している。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

救急医療に関することを総合的に調査し、傷病者の医療確保を図る。

安定した救急医療体制の維持 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市救急医療対策協議会負担金

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 医療体制の整備 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 柏木　康宏 髙谷　陽介

事務事業名
（施策コード） 松山市救急医療対策協議会負担金

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 柏木　康宏 髙谷　陽介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主査 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

平成 14 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

小児救急医療支援事業等補助金を継続支給
することにより、現在確保している365日24時
間の小児救急医療体制の安定的継続を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

小児救急医療支援事業等補助金を継続支給
することにより、現在確保している365日24時
間の小児救急医療体制の安定的継続を図る。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

各病院での小児科医は、補助金の活用によ
り、なんとか確保できている状況であることか
ら、将来にわたって一二三次救急医療体制の
連携を図り、安定的に小児救急医療体制を継
続するため、本事業を継続して行う。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

小児科医の確保

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

小児救急医療体制を継続している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 小児救急医療体制を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 0

主な取組み内容

小児の二次救急医療体制を維持するため、補助金を支出した。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金：171,500千円 補助金：171,500千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 33,406 33,393 33,377

一般財源 133,459 133,407 133,339

4,635 4,700 4,784

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 171,500 171,500

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 171,500 171,500 171,500

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

病院群輪番制病院14病院が8日サイクルで実施する救急当番日のうち、5日間は小児の重症患者の受け入れが困難なことから、年間365日の小児二次救急医療体制を確保するため、取り組
みを開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

松山赤十字病院、松山市民病院
小児重症患者を受け入れる小児二次救急医療を安定的に提供するため、小児救急医療支援事業を実施する病院の小児科医師の確保などに要する経費を補助する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

小児の重症患者を受け入れる小児二次救急医療体制を安定的に提供する。

安定した救急医療体制の維持
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1331

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 小児科医師不足を補うための支援など、救急医療に従事する小児科医師確保のための支援に取り組
みます。また、夜間や休日の小児救急医療体制を堅持します。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

③小児医療の充実

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市小児救急医療支援事業等補助金交付要綱（平成19年8月20日要綱第82号）

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

212

個別プログラム 笑顔を育むプログラム

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト 出会いから子どもの成長まで「つながる未来を応援するまちづくり」プロジェクト

施策 医療体制の整備 主な取り組み 安心して出産・子育てができる環境の整備

安藤　省吾 奥村　高史 柏木　康宏 髙谷　陽介

事務事業名
（施策コード） 小児救急医療支援事業補助金

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 柏木　康宏 髙谷　陽介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 -

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標

成果指標 急な病気やケガをしたときに、24時間365日の小児救急医療体制が整えられており、現状維持に努めている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由
小児救急医療体制を維持するうえでの指標となるため、年間日数に対
する小児救急医療体制が確保できた日数の割合100％を目標とする。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

一二三次救急の連携
により24時間365日小
児救急医療を受けるこ
とができる体制

％
100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

活動指標

（3つまで設定可）

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13311 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 1:有り

平成 14 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

圏域市町や松山市医師会、松山赤十字病
院、愛媛大学医学部等の関係機関との連携を
深め、急患医療センターの運営を含めた小児
救急医療体制の安定的継続を目指す。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

小児救急医療体制を長期安定的に維持する
ため、愛媛大学医学部の寄附講座、小児科研
修医の育成に伴う実地研修や小児救急医療
の正しい利用方法について、啓発に取り組
む。また、市外の小児科医が市内で小児科が
不足する地域に新たに開業する場合に補助を
行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

急患医療センターへ出務可能な医師が高齢
化等により年々減少していることから、小児科
医の確保や救急医療の正しい利用法につい
ての啓発に取り組む。
　また、医師の働き方改革への影響も注視しな
がら、引き続き、小児救急医療体制への協力
が得られるよう、市医師会や愛媛大学医学部
等と連携する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

小児科医の確保が課題となっている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

小児救急医療体制を継続している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 小児救急医療体制を確保している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 10,904 1,217

主な取組み内容

松山市急患医療センターにて小児科研修医の実地研修を実施するとともに、小児救急医療の正しい利用方法などを啓発する出前講座を幼稚園、保育所や公民館などで開催する。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

寄附金：23,000千円
補助金：10,000千円
報償費：1,521千円

寄附金：23,000千円
補助金：20,000千円
報償費：1,467千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 24,694 34,438 45,631

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 24,694 34,438

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 35,598 35,655 45,631

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

診療科目の偏在や高齢化等による小児救急に携わる医師の不足のため、取り組みを開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

①愛媛大学医学部に寄附講座を設置し、急患医療センターの出務協力を得る外、小児科医の育成や小児医療に関する普及啓発を実施する。
②市外の小児科医が市内の小児科が不足する地域に新規開業する場合に費用の一部を補助する。
③松山赤十字病院及び愛媛大学医学部の臨床研修指導医が急患医療センターに出務する際、小児科研修医（２年次）の実地研修を実施する。
④救急医療を正しく利用していただくため、ガイドブックを作成するとともに、幼稚園や保育所、公民館等での出前講座を実施し、小さなお子さんと関りがある保護者らを対象に、広く普及啓
発を図る。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

小児救急医療体制を長期安定的に維持する。

安定した救急医療体制の維持
中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推
進、小児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てができる環境を整えます。

総合戦略 1331

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
① 小児科医師不足を補うための支援など、救急医療に従事する小児科医師確保のための支援に取り組
みます。また、夜間や休日の小児救急医療体制を堅持します。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

③小児医療の充実

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約 112

子育て環境を充実し、子どもたちの未来を応援する松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市小児救急医療支援事業等補助金交付要綱（平成19年8月20日要綱第82号）

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

213

個別プログラム 笑顔を育むプログラム

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト 出会いから子どもの成長まで「つながる未来を応援するまちづくり」プロジェクト

施策 医療体制の整備 主な取り組み 小児救急医療体制の維持

安藤　省吾 奥村　高史 髙谷　陽介 柏木　康宏

事務事業名
（施策コード） 小児救急医療確保事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

山内　利博 髙谷　陽介 柏木　康宏

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 3

実績値 達成年度 －

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 -

％ 達成度

目標値 目標値 3

実績値 達成年度 R３

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標
医師会や大学病院とも連携し、R2年度に１件、R3年度に2件の小児科が新たに開業することとなり、補助を交付することで、小児救急医療体制の維持につながってい
る。

成果指標 研修医の実地研修により将来を担う小児科医の育成につなげるとともに、市内での小児科新規開業を促進し、小児救急医療体制の現状維持に努めている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）

最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標値とする。救急医療体制を継続して維持する必要が
あるため、達成年度は設定できない。

本指標の設定理由

救急医療の正しい利用方法の周知は、小児救急医療体制を維持する
うえでの指標となるため、年間日数に対する小児救急医療体制が確保
できた日数の割合100％を目標とする。

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

平成３０年度の補助事業創設時、５か年で新規開業３件を目標として
いたが、令和２年度に１件、令和３年度に２件の補助対象を予定してい
るため、当初の目標値は達成している。本指標の設定理由

急患医療センターへの出務可能な医師が高齢化等により、年々減少
していることから、小児科の新規開業を促進することにより小児科医を
確保する。

－ － 100

件
－ － 1

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

一二三次救急の連携
により24時間365日小
児救急医療を受けるこ
とができる体制

％
100 100 100

100 100 100

小児科新規開業件数

2 －

－ －

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

今後も小児科医の高齢化などにより、医師が減少傾向にあることから、
継続して補助金を設定し、周知する必要があるため、達成年度は設定
できない。本指標の設定理由

平成30年の補助金創設時、５カ年で新規開業目標を３件としていた。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

2 0

0 0 1

活動指標

（3つまで設定可）

松山市小児科新規開
業促進補助金

件
0 0 1

0 0 1

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13312 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 12 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

広報紙、ホームページへの掲載やリーフレット
の作成による啓発を実施し、救急医療の正し
い利用について周知する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

啓発リーフレットの作成や広報紙、ホームペー
ジによる啓発を実施する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

継続した救急医療の正しい利用方法について
の啓発に取り組む。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

緊急性のない場合での救急医療機関への受診が課題となっている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

救急医療体制を維持している。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域の救急医療体制の確保に役立っている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 85 60

主な取組み内容

啓発リーフレットの作成や広報紙、ホームページによる啓発を実施した。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

需用費 134千円
役務費 11千円

需用費 134千円
役務費 11千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 60 85 145

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 60 85

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 145 145 145

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

救急受診の必要ない患者が増加したため、取り組みを開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

市民に対し、啓発リーフレットの作成や広報紙、ホームページ等により、救急医療の正しい利用方法等についての情報提供や啓発を行う。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

救急医療に関する情報提供や啓発を行い、救急医療体制を維持する。

救急医療機関の適正利用の推進 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み 救急医療体制の維持

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 医療体制の整備 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 髙谷　陽介 山地　伶奈

事務事業名
（施策コード） 救急医療啓発事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

1:直営

山内　利博 髙谷　陽介 松江　知波

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主幹

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13321 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 19 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 3

R3年度の目標

令和3年度から新たに「しまどりⅡ」を使用開始
することと、運航業者が変わるため、今までと
変わりなく事業の安定的な継続を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

離島診療連絡船の運航を委託し、医療スタッ
フの輸送を行う。
離島診療連絡船の維持管理を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

新船に対する不便な点等を現場に出る委託業
者や医療スタッフから聴取し、安全に運航がで
きる態勢の整備に務める。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

令和元年度まで代船として利用していた「うみねこ」の運航中止に伴い、「しまどりⅡ」がドック等により使用できない期間は、民間船を依頼せざるを得ないため、使用料が大きくなる。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

やむを得ない事情を除き、休診になることなく運航できた。
（悪天候、医師都合等）

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域の救急医療体制の確保に役立っている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 1,403 1,788

主な取組み内容

離島診療連絡船の運航を委託し、医療スタッフの輸送を実施
離島診療連絡船の維持管理を行う。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

運航委託料　6,054千円 運航委託料　3,506千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 11,304 10,325 12,695

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 11,304 10,325

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 12,707 12,113 12,695

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

中島病院及び中島区域５島診療所の民営化に伴い、医療サービス水準の維持、向上を目的に、一次救急医療、離島診療体制の維持などについて、医療法人「友朋会」と覚書を締結した。
その際、離島診療所での診療については、島間の移動手段を行政が支援することとし、行政が維持管理する診療連絡船で医療従事者を送迎している。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

診療を行う「なかじま中央病院」の医療スタッフ（医師、看護師、薬剤師、事務員）の島間移動
委託先：あいらいん株式会社（3年間の複数年契約）
行政で離島診療連絡船の維持管理を行い、運航及び整備は民間業者に委託し、５島診療所へ各島週2回、医師、看護師等を送迎する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

旧中島地域で中島以外の５島の地域医療確保のため、「なかじま中央病院」の医療従事者を毎週月曜日から金曜日の間、５島の診療所へ送迎する。

その他
地域包括支援センターの充実や、必要な医療や介護が不安なく受けられる環境の整備など、住み慣れた
地域でお互いに見守り、支え合える仕組みをつくります。

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約 321

みんなで助け合い、安心して暮らせる松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 中矢　皓介 柏木　康弘

事務事業名
（施策コード） 離島診療連絡船維持管理事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

山内　利博 中矢　皓介 山内　利博

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 運行に支障がないように維持管理を行うことができた

成果指標 診療所運営のため、友朋会が求める際に確実に運航を行えている。（荒天時及びドック、修理による場合を除く）

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標とする。

本指標の設定理由
確実に運航を行うため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

運航割合
％

100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標とする。

本指標の設定理由
診療所への交通手段として使用するため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1 1

1 1 1

活動指標

（3つまで設定可）

離島診療連絡船の維
持

艇
1 1 1

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主幹

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13321 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 16 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

中島島民の協力を得ることなく、委託の範囲内
で安定的な搬送を行う。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

患者搬送車の運行を委託し、消防局からの要
請に基づき、救急搬送を実施する。
車両の維持管理を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

収容時の人員確保のため、運行補助者を新た
に雇い入れ、搬送時に1人で搬送を行うことが
無いような体制の確保を依頼し、今後も安定し
て事業を継続できるよう努める。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

老人介護や独居世帯の増加により、収容時の労力が増加している。搬送経路が患者宅→病院、港、ヘリポートの場合、消防局が周りの状況を確認し、協力者の存在が確認できたら運転手の
みでの搬送を行っていた。令和3年度は、周りの状況は関係なく、上記搬送ルートの事案が発生した際に消防隊員が同乗しない場合は、運転手と搬送補助者の２名体制で搬送を行うように
変更する。
それにより委託料も増額となる。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

消防局からの出動要請のとおり救急搬送を実施した。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域の救急医療体制の確保に役立っている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 101 -140

主な取組み内容

患者搬送車の運行を委託し、消防局からの要請に基づき、救急搬送を実施する。
車両の維持管理を行う。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料5,274千円 委託料　7,802千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による増あり

その他 0 0 0

一般財源 5,297 5,517 5,514

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 5,297 5,517

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 5,398 5,377 5,514

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

高齢化・過疎化が進む中島本島で、常備消防がない中で、急病患者の搬送体制を確保する必要があったため取組を開始した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

中島本島内の急病患者　委託先：中島汽船株式会社
行政で車両の維持管理を行い、民間業者に車両の運行を委託し、消防局からの出動要請に応じて急病患者の搬送を実施している。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

救急車がない中島本島で、消防局からの出動要請により、急病患者を島内の病院や港へ搬送し、24時間365日の患者搬送体制を確保することを目的とする。

その他
地域包括支援センターの充実や、必要な医療や介護が不安なく受けられる環境の整備など、住み慣れた
地域でお互いに見守り、支え合える仕組みをつくります。

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約 321

みんなで助け合い、安心して暮らせる松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 中矢　皓介 柏木　康弘

事務事業名
（施策コード） 患者搬送車維持管理事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

山内　利博 中矢　皓介 山内　利博

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1

実績値 達成年度 令和4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 100

実績値 達成年度 令和4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 患者搬送車を常に出動できるよう維持管理を行えた。

成果指標 出動要請に対し、１００％対応することができた。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

出動要請に100％応じ、搬送することを目標とする。

本指標の設定理由
消防局からの要請があり次第、確実に搬送する。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

100 100

100 100 100

成果指標

（3つまで設定可）

患者搬送割合
％

100 100 100

100 100 100

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

確実に出動できるよう車両の維持管理を行う。

本指標の設定理由
島内の救急搬送を行うため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1 1

1 1 1

活動指標

（3つまで設定可）

患者搬送車の維持
台

1 1 1

1 1 1

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主幹

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13321 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 19 ～ 令和 3

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

中島等地域の安定的・継続的な医療の確保
に努める。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

引き続き医療法人「友朋会」に補助金を交付
する。問題なく診療ができるよう、離島診療所
の維持管理を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

医療法人「友朋会」との連絡を密にとり、これか
らの病院経営の推移等を把握し、補助金継続
の必要性について検討するとともに、今後の
診療方法等についても協議を行う。また、各診
療所の老朽化に伴い、修繕を必要とする機会
が増えているため、令和4年度の修繕料を要
求する前に内容を精査しておく。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

著しい過疎化、少子高齢化や診療報酬改定による収入の減少などの影響で、収支の悪化が見られる。
コロナによる影響で、一次救急の受診者数は例年よりは減っているが、想定の範囲内であるとのこと。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定どおり補助金を交付した。
診療が継続できるよう、離島診療所の維持管理を行えた。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 地域医療の確保に寄与することができた。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) -129 -1,579

主な取組み内容

医療法人「友朋会」に補助金を交付する。
離島診療所（睦月、野忽那、怒和、津和地、二神、興居島）の維持管理を行う。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

負担金補助及び交付金74,000千円 負担金補助及び交付金74,000千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

流用による増あり

その他 404 0 0

一般財源 8,110 8,259 5,080

0 0 0

市債 66,500 67,600 69,200

決算額 (B)　（単位：千円） 75,014 75,859

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 74,885 74,280 74,280

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

中島病院をはじめ中島5島診療所が民営化されたことに伴い、H19から28年度の間、365日24時間の一次救急医療の確保及び週2回半日の5島の診療所運営に要する経費の一部を病院等
引受先法人に補助してきた。しかし、著しい過疎化・少子高齢化の進展や、医療従事者の人件費の高騰などにより、病院経営が逼迫していることから、中島の地域医療確保と民営化後の病
院経営の安定化を図るために、H29～R3年度の間も補助を継続していくとともに、興居島を含む6島診療所の施設の維持管理を行う。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

病院等引受先法人　医療法人「友朋会」
診療所施設の維持管理と「友朋会」からの補助金交付申請を受けて、年度2回に分けて補助金を交付する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

中島の地域医療確保と民営化後の病院経営の安定化を図る。

その他
地域包括支援センターの充実や、必要な医療や介護が不安なく受けられる環境の整備など、住み慣れた
地域でお互いに見守り、支え合える仕組みをつくります。

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約 321

みんなで助け合い、安心して暮らせる松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市補助金等交付規則、松山市中島区域病院等運営費補助金交付要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 中矢　皓介 柏木　康弘

事務事業名
（施策コード） 中島等地域医療確保事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 中矢　皓介 山内　利博

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値 365

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 365

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値 450

実績値 達成年度
令和３年

度
％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 補助金を交付し、中島等の地域で利用できる医療施設を維持することができた。

成果指標
一次救急医療については、必要な体制を構築し、目標を達成することができた。
離島診療については、悪天候による離島間の交通手段の確保ができなかったなど、やむを得ない場合を除き実施することができた。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

441

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標とする

本指標の設定理由
医療法人「友朋会」と締結した覚書の中で示した事項のため

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標とする

本指標の設定理由
医療法人「友朋会」と締結した覚書の中で示した事項のため

91 90 -

回
484 480 480

365 365

365 366 365

成果指標

（3つまで設定可）

一次救急医療の診療
日数

日
365 366 365

100 100 100

離島診療回数

450 450

442 431

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目標とする

本指標の設定理由
医療の確保状況を確認できるため

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

365日24時間の医療体制を確保する。

本指標の設定理由
365日24時間の医療体制を確保するため。

100 100 100

日
365 366 365

1 1

1 1 1

活動指標

（3つまで設定可）

病院数の維持
施設

1 1 1

100 100 100

診療日数

365 365

365 366 365

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主任 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13321 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 21 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↑

3 2

R3年度の目標

医師確保対策の一環として、地域でお産を支
えている産科・産婦人科医師及び助産師への
財政支援をする。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

松山市で分娩を取り扱う産科医及び助産師を
雇用する「分娩手当」を支給する分娩取扱医
療機関に対して補助金を交付する。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

現在は県の基金で当補助事業が賄われてい
るため、将来的に廃止になった際にどう対応
するか検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

事業の内容自体に変化はないが、予算については、国の補助事業の廃止に伴い、平成26年度から基金で賄われている。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定していた申請の他に年度途中に新たに「分娩手当」支給開始した松山まどんな病院に対し支給した。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

4:どちらもいえない 左記の理由
分娩施設は松山市に他にもあるが、申請主義や就業規則等に「分娩手当」を盛り込んだ分娩施設に限定しているため、医師確保対策の一環
として、地域でお産を支えている産科・産婦人科医師及び助産師への財政支援をするという目的が一部の医療機関に偏っている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 2,456 2,126

主な取組み内容

松山市で分娩を取り扱う産科医及び助産師が対象である。ただし、補助金を交付するのは、「分娩手当」を支給する分娩取扱医療機関に対して行う。令和2年度は矢野産婦人科、米本マタ
ニティクリニック、産婦人科ばらのいずみクリニック、つばきウイメンズクリニック、梅岡レディースクリニック、まつやま助産院、福井ウィメンズクリニック、松山まどんな病院の8医療機関に支給し
た。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金　7,073千円 補助金8,859千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

6,926 7,073 8,859

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 6,926 7,073

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 9,382 9,199 8,859

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

減少傾向にある産科医等の処遇を改善し、その確保を図るため、平成21年度から実施された厚生労働省新規事業を県からの要望もあり導入した。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

分娩取扱医療機関
松山市で分娩を取り扱う産科医及び助産師を雇用する「分娩手当」を支給する分娩取扱医療機関に対して補助金を交付する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

医師確保対策の一環として、地域でお産を支えている産科・産婦人科医師及び助産師への財政支援をする。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 産科医等確保支援事業実施要綱・愛媛県産科医等確保支援事業補助金交付要綱・松山市補助金等交付規則

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 中矢　皓介 西原　彩

事務事業名
（施策コード） 産科医等確保支援事業補助金

1-2:自治事務（できる
規定あり）

5:補助金・負担金

山内　利博 大西　景子 中矢　皓介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史

24



令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事 主任

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事 主任

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13321 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 24 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 2

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

対象を通院・妊婦・透析患者に限定しているため、定住促進を目的とした離島活性化交付金を活用できない。また、通院支援申請書の書類確認や支払い事務負担を軽減するため処理方法
の見直しが必要である。															

島しょ部に居住する住民に対し、本事業を利
用していただけるよう周知・啓発を行うことを目
標とする。

助成金の申請受付、交付、本事業の周知・啓
発

適切な周知・啓発を行うと同時に、通院支援申
請書の書類確認や支払事務負担を軽減する
ための処理方法の見直しを検討する。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

申請件数が前年度より減少しているため、今後も継続して周知・啓発の継続が必要である。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 島しょ部に居住する住民の通院にかかる通院費の負担の軽減となるため。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 506 1,860

主な取組み内容

助成金の申請受付、交付、本事業の周知・啓発

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

補助金5,468千円 補助金7,092千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 7,230 5,923 7,468

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 7,230 5,923

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 7,736 7,783 7,468

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

公約　　北条・島しょ部の活性化

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

島しょ部に居住する住民が対象

島しょ部に居住する方が通院を目的に航路を利用した場合の運賃の一部を助成する。手続きは保健所医事薬事課（郵送も可）、中島支所、北条支所、興居島支所、泊出張所で行う。
①通院支援　・・・（１）月に２回以上医療機関で診療を受けるために島しょ部航路を利用する場合、２回目以降の復路フェリー旅客運賃相当額を助成（事後申請）
　　　　　　　　　　　（2）医療機関で診療を受けるために島しょ部航路を利用する中学生以下の方及び同行する同一世帯の保護者１名に、復路フェリー旅客運賃相当額を助成（事後申請）
②妊婦健診等支援・・・母子健康手帳の交付を受けた方が、妊婦健診の受診等のために島しょ部航路を利用する場合に、往復フェリー旅客運賃相当額を助成（事前申請で利用券発行）
③透析患者通院支援・・・週に２回以上の通院による透析治療のために島しょ部航路を利用する場合に、復路フェリー旅客運賃相当額の半額を助成（事前申請で利用券発行）

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

島しょ部に居住する住民が医療機関の受診を目的に島しょ部航路を利用した場合に、その運賃の一部を助成することで、住民の負担軽減を図るとともに、島しょ部への安住促進を図ることを
目的とする。

その他
地域包括支援センターの充実や、必要な医療や介護が不安なく受けられる環境の整備など、住み慣れた
地域でお互いに見守り、支え合える仕組みをつくります。

総合戦略 1322

①つながる未来を応援する（少子化対策）

取組み
② 島しょ部に居住する妊婦の経済的負担軽減のため、妊婦健診等の受診に際して必要となる航路運賃の
助成に取り組みます。

③出会いから子育てまで切れ目のない支援の充実

②妊娠・出産支援の充実

主な取り組み その他

市長公約 321

みんなで助け合い、安心して暮らせる松山をつくります

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 松山市島しょ部航路運賃助成金交付要綱

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 松江　知波 中矢　皓介

事務事業名
（施策コード） 島しょ部航路運賃助成事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

5:補助金・負担金

山内　利博 松江　知波 中矢　皓介

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1

実績値 達成年度 R4

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 1,327

実績値 達成年度 R4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 新たに本事業の対象となる方に補助金を交付することができた。

成果指標 島しょ部に住まわれている方に本事業が周知され、通院支援の対象者に航路運賃の一部を助成することができた。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

現状維持を目指す指標のため、前年度の実績値を目標値に設定。

本指標の設定理由
対象者に通院にかかった航路運賃の一部を助成するため

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1,327 1,327

1,635 1,327

成果指標

（3つまで設定可）

通院支援助成件数
件

1,635

81

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

新たに本事業の対象となる方などに対し、広報などで周知・啓発する
ことを目標とする。

本指標の設定理由
事業の周知・啓発を図った指標として相応しいため。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1 1

1 1 1

活動指標

（3つまで設定可）

広報周知回数
回

1 1 1

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査 獣医師

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査 獣医師

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13323 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 10 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標
R3年度の

主な取組み内容
（予定含む）

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

全国的に施術所が増加しており、施術所間の競争が激化している。そのことに伴い、顧客獲得のため違法な広告をする施術所が増加傾向にある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

施設の現地調査を実施することにより、施設基準の確認と広告違反等についての周知をすることができ
た。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 法令順守の指導により適正な運営が行われている。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 21 14

主な取組み内容

施設の開設、変更等に関する届出の受理
新規開設、変更に伴う現地調査
苦情、相談に伴う立入検査（広告違反等）

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

・消耗品費　23千円
・旅費　1千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

病院等監視指導事業へ統合

その他 10 22 0

一般財源 26 1 0

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 36 23

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 57 37 0

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保健所設置市になった平成10年度から、施設の開設等の届出に関する事務及び立入調査等を実施している。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：あん摩・はり・きゅう・柔道整復施術所、出張専門であん摩・はり・きゅうの施術を行う者、歯科技工所、栄養士養成施設、衛生検査所等
事業内容：
・施設の開設、変更等に関する届出の受理
・新規開設、変更に伴う現地調査
・苦情、相談に伴う立入検査（広告違反等）

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

松山市手数料条例による手数料

事業の目的
（どのような状態にするか）

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師及び歯科技工士等の業務が適正に行われるようにすること。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師等に関する法律、柔道整復師法、歯科技工士法、栄養士法、臨床検査技師等に関する法律

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 宮崎　貞守 小林　義嗣 魚谷　春美

事務事業名
（施策コード） 医療関係施設監視指導事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

1:直営

宮崎　貞守 小林　義嗣 魚谷　春美

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1865

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1865

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13323 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 10 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

↓

1 2

R3年度の目標

医療監視計画に基づき、立入検査を実施し、
適正な管理が行われているかを確認すること
により、安全に医療を受けられる場にふさわし
いものとなるよう指導する。また、施術所の広
告規制について、厚生労働省の検討による動
きを確認しつつ、適切に対応する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・医療機関への立入検査
・施設の開設や変更等に関する申請、届出等
の審査や現地調査
・医療法人に関する認可や届出等の審査や事
業報告書の閲覧等に関する事務
・医療機能情報の報告に関する事務
・苦情、相談等に伴う立入検査等

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

厚生労働省の通知により、新型コロナウイルス
感染症の影響で令和2年度中に立入検査を実
施できなかった病院は、令和3年度の実施を
もって令和2年度の立入検査を実施したものと
みなすこととされているが、本年度も感染の状
況が見通しにくい状況であるため、厚生労働
省の検討状況を踏まえ適切に対応する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

医療監視計画に基づき、年度ごとに実施すべき対象施設数を調整し実施しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により計画通りの実施が困難な状況である。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

新型コロナウイルス感染症の影響により、当初の計画通りに病院等への立入検査を実施することができな
かった。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 医療機関への適切な助言・指導を行うことで、適正な医療を行う場にふさわしいものとすることができる。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 128 107

主な取組み内容

・病院、診療所等の開設や変更等に関する申請、届出等の審査
・医療法人に関する認可や届出等の審査、事業報告書等の閲覧及び指導監視
・施設の新規開設や変更に伴う現地調査及び医療法に基づく立入検査
・診療所及び助産所に関する医療機能情報の報告に関する事務

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

・消耗品費　143千円
・通信運搬費　106千円
・旅費　8千円

・消耗品費　195千円
・通信運搬費　122千円
・旅費　85千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

医療関係施設監視指導事業と統合

その他 964 896 1,032

一般財源 -713 -639 -630

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 251 257

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 379 364 402

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保健所設置市になった平成10年度から、関係法令に基づく届出等の受理、許認可等の事務及び立入検査等を実施している。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：病院、診療所、助産所、医療法人、施術所、歯科技工所、栄養士養成施設、衛生検査所等
事業内容：
・施設の開設や変更等に関する申請、届出等の審査
・医療法人に関する認可や届出等の審査、事業報告書等の閲覧及び指導監視
・施設の新規開設や変更に伴う現地調査及び医療法に基づく立入検査
・苦情、相談等に伴う立入検査

受益者負担の状況 負担の有無 1:有り
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

松山市手数料条例による手数料

事業の目的
（どのような状態にするか）

病院、診療所、助産所、施術所及び歯科技工所等の業務が各関係法令に基づき、適正に行われるようにすること。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 医療法等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 宮崎　貞守 山岡　美佐 小林　義嗣

事務事業名
（施策コード） 病院等監視指導事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

1:直営

宮崎　貞守 山岡　美佐 小林　義嗣

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1865

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1865

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13323 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

平成 12 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 2

R3年度の目標

・衛生検査所への立入検査を2施設に対して
実施する。
・愛媛県と共同で外部管理事業等を実施、施
設での精度管理の向上を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・衛生検査所への立入検査を実施する。
・愛媛県と共同で外部管理事業等を実施、施
設での精度管理の向上を図る

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

立入検査等で精度管理の状況を確認する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

コロナ禍であり、衛生検査所の検査について需要が高まっている。その中で、衛生検査所の検査精度管理は重要であり、立入検査等で確認する必要がある。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

衛生検査所への立入検査や精度管理事業を行うことにより、法令順守、精度管理の向上につながり、市民
の医療の質の向上が図られている。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由
法に基づく施設への立入検査や精度管理事業を行うことにより、施設での精度管理の向上につながっており、医療機関での安心で安全な医
療の提供に寄与している。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 37 23

主な取組み内容

・衛生検査所への立入検査を2施設に対して実施。
・愛媛県と共同で外部精度管理事業等を実施し、施設での検体検査の精度管理の向上を図る。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

・負担金　　　　　　　156千円
・消耗品費　　　　　  26千円
・報酬　　              17千円

・負担金　　　　　　　178千円
・消耗品費　　　　　   26千円
・報酬　　               20千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

特記事項なし 特記事項なし

その他 0 0 0

一般財源 183 199 224

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 183 199

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 220 222 224

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保健所設置市となった平成１０年度から、衛生検査所での検査精度を向上させるため、衛生検査所精度管理事業として開始し、現在に至っている。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：衛生検査所、愛媛県
事業内容：
＜立入検査（松山市単独）＞
・松山市衛生検査所精度管理専門委員設置要領に基づき、学識経験者等を専門委員（6名）を設置し、施設の精度管理に関して助言を受けている。
・衛生検査所への立入検査（専門委員の同行、既知検体持込）
＜衛生検査所精度管理事業（愛媛県と合同実施、事業負担金を愛媛県に支出）＞
・外部管理事業（年1回）　オープン調査（既知検体の測定を実施、施設間の精度管理状況を確認）、ブラインド調査（抜き打ち検査による精度確認）
・精度管理責任者会議（年1回）　外部精度管理事業の説明及び精度管理責任者に対して講習を実施、精度管理の向上を図る。
・精度管理専門委員会　専門委員（6名）に出席いただき、外部精度管理の実施内容に係る助言を、事業取組に反映させている。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

医療機関から検体検査を受託している登録衛生検査所の検査精度を向上させることを目的とする。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 臨床検査技師等に関する法律

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 宮﨑　貞守 三好　喜代

事務事業名
（施策コード） 衛生検査所精度管理事業

1-4:自治事務（義務規
定あり）

1:直営

宮﨑　貞守 重松　光也

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 911-1805

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 副主幹 担当者名 副主幹 主査

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

13323 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 16 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

1 1

R3年度の目標

・「患者の声相談窓口」及び「お医者さんにか
かる10箇条」の市民への周知
・「患者の声相談窓口」では、相談者の話をよ
く聞き、適正な対応を心がける。
・新型コロナウイルス感染拡大に伴う、医療機
関の安全対策を支援する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

・「患者の声相談窓口」で、市民からの医療相
談に応じる
・医療安全推進協議会の運営
・医療安全対策講習会の開催
・リスクマネージャー等研修及び情報交換会開
催
・医療の相談対応に関する担当者会の開催
・実績報告書の作成

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

・医療機関への院内感染防止のための対策を
充実させて、一層の医療安全施策の充実を図
る。
・医療安全支援センターの市民への周知を図
る。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

・「患者の声相談窓口」に寄せられる医療相談は困難かつ複雑なものが増加しており、相談に苦慮することがある。
・医療相談ではない内容の相談も寄せられ、関係部署との連携がより必要になっている。
・行政機関に医療安全支援センターが設置され、医療安全対策の取組みが定着してきたが、今後は、医療機関とのネットワークを作り、連携していく事が課題。
・新型コロナウイルスの感染の広がりに伴い、医療機関の一層の院内感染対策の徹底が求められる。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

医療安全支援センターを設置することにより、医療提供施設の医療安全が推進され、市民に対し、安全な
医療の提供ができる。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由
市民からの相談では適切な医療のかかり方を啓発し、医療提供施設に対しては医療安全の推進を促すことにより、必要な市民が適切な医療
機関で適切な治療を受けることができる医療体制の整備につながる。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 126 463

主な取組み内容

・「患者の声相談窓口」で、市民からの医療相談に応じる。
・医療安全推進協議会の運営。
・医療安全対策講習会開催。
・リスクマネージャー等研修及び情報交換会の開催。
・庁内相談担当者会開催。
・まちかど講座「賢い患者さんになるために」

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

印刷製本費：61
消耗品費：53

旅費：243
報償費：107

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 4,302 175 638

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 4,302 175

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 4,428 638 638

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

平成11年に起こった肺手術と心臓手術の患者を取り違えて手術をしてしまった大学病院での事故や、看護師が消毒液とヘパリン加生理食塩水を取り違えて静脈内に投与し患者が死亡した
事故が、「医療安全」を見直すきっかけとなり、平成15年から順次、「医療安全支援センター」を都道府県、保健所設置市等に設置することとなった。本市も平成16年に「患者の声相談窓口」
を開設し、平成19年に松山市医療安全支援センターを設置し、医療安全の推進に取り組んでいる。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

対象：市民、医療提供機関、関係機関
事業内容
　・「患者の声相談窓口」で、患者・家族からの医療に関する苦情・相談に対応する。
　・医療機関への情報提供、助言を行い、「医療安全対策講習会」を実施し、医療従事者の資質向上に努める。
　・「リスクマネージャー等研修及び情報交換会」を開催し、医療機関等と連携を図る。
　・「笑顔のまつやま　まちかど講座」にて「賢い患者さんになるために」というテーマで、医療安全について周知啓発する。
　・「医療安全推進協議会」を開催し、医療安全について専門委員等から意見を聴取する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

医療法第6条の13第1項の規定に基づき、医療に関する患者及び住民の苦情・相談に対応し、医療提供施設に対する助言、情報提供及び研修を行うとともに、患者及び住民に対する助言
及び情報提供を行い、意識啓発や医療安全を推進することによって、住民の医療に対する信頼を確保することを目的とする。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他
市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等 医療法第６条の１３第１項

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 生涯にわたって安心な暮らしをつくる 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 宮崎　貞守 三好　喜代 重松　光也

事務事業名
（施策コード） 医療安全支援センター運営事業

1-3:自治事務（努力規
定あり）

1:直営

宮崎　貞守 三好　喜代 重松　光也

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 ９１１－１８０５

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 医薬指導担当 ９１１－１８０５

北川　敦史 奥村　高史　
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 1,500

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値 924

実績値 達成年度 R3年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 作成したリーフレットをあらゆる機会を利用して配布することにより、多数の市民への啓発ができている。

成果指標 市民に「患者の声相談窓口」が周知され、医療に関する相談を必要としている市民が利用できる状況となっている。

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

新型コロナウイルスの感染の広がりにより、陽性者が受診していた場合に、施設内での院内感染対策の取り組み状況を確認することにより、医療提供施設の医療安全
に貢献した。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

松山市医療安全支援センターの設置から10年が経過し、地域の相談
体制も充実してきたことから、医療相談が必要な市民が適正に受けら
れるように、前年比、現状の維持を目標とする。本指標の設定理由

医療に関する相談を必要とする市民が、利用できたかどうかを見る。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

924 924

944 933 924

成果指標

（3つまで設定可）

患者の声相談窓口
相談数

件
904 944 933

104 99 99

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 5:現状維持を目指す指標（増を良しとする）
最終目標値の
設定の考え方

当相談窓口の認知も進んでおり、限られた資源の中で作成したリーフ
レットをできるだけ多数の市民に配布することを目標とする。

本指標の設定理由
医療に関する相談を必要とする市民の当相談窓口の認知向上を目指
す。

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

1,500 －

1,729 1,711 497

活動指標

（3つまで設定可）

患者の声相談窓口等
啓発リーフレット配布
数

部
－ － 1,500

－ － －

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＡ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主事

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

19999 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

2:無し 2:無し

令和 2 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

3 3

R3年度の目標

保健所運営及び医事薬事課業務を効率的に
遂行する。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

Ｒ２年度に引き続き、地域保健法第11条に基
づく保健所運営協議会の開催、その他各事業
実施に関する事務的補助を行う。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

保健所運営協議会について、会議を開催でき
ない場合の運営方法について検討する。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

保健所運営協議会については、会議が開催できない場合を想定した規則等の整備が必要。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

予定通りに事業が実施できたため

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

4:どちらもいえない 左記の理由 当課を含む保健所内各課の業務を遂行するための事務的な部分の予算であるため、明確な貢献度は示せない。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 2,024 1,058

主な取組み内容

各事業実施に関する事務的補助を行った。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

需用費　469千円
旅費　 　56千円

需用費　496千円
旅費　 　764千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

臨時職員賃金・保険料を令和2年度から会計年度任
用職員給料・職員手当・保険料として計上20,332千
円

その他 0 0 0

一般財源 16,579 965 1,919

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 16,579 965

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 18,603 2,023 1,919

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健所費 保健所総務費 R2予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

保健所運営及び医事薬事課業務の事務的な経費を計上しているため、各種事業を実施する上で必須となるものである。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

保健所職員に対して、保健所運営及び医事薬事課業務を行うための一般的な事務を行う。
主に、保健所５課の会計年度任用職員（一般事務補助）の雇用や、地域保健法第11条に基づく保健所運営協議会の開催、その他各事業実施に関する事務的補助を行う。
また、保健所長会や衛生部局長会、政令市部会等を通じ、全国各市の保健・公衆衛生事業の情報収集、意見交換等を行い、保健所運営に反映する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

医事薬事課業務および保健所運営を効率的に遂行することを目的とする。

その他 -

総合戦略

-

取組み --

-

主な取り組み その他

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 健やかで優しさのあるまち【健康・福祉】

笑顔
プログラム

個別プログラム -

政策 その他 重点プロジェクト -

施策 その他 主な取り組み -

安藤　省吾 奥村　高史 山地　伶奈

事務事業名
（施策コード） 一般事務費 2:その他 7:その他

山内　利博 大西　景子

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 ９１１－１８０４

北川　敦史 奥村　高史
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令和３年度　松山市　事務事業シート　＜シートＢ＞

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主幹 主査

部局等名 課等名 連絡先

部等長名 課等長名 ﾘｰﾀﾞｰ名 主幹 担当者名 主幹

１．事業概要　【Plan】 ※令和2年度の内容

21223 事業性質 事業区分

基本目標

政策

施策

1:有り 2:無し

平成 30 ～ 令和 4

２．事業実施に係る資源の投入量　【Do】
予算科目 会計 款 項 目 当初

※決算額（内訳含む。）は四捨五入のため、実際の額とは異なる場合あり。

３．前年度（R2年度）の事業検証・改善　【Check・Action】

→

2 1

R3年度の目標

備蓄医薬品の拡充を図る。

R3年度の
主な取組み内容

（予定含む）

松山薬剤師会や松山市医師会など関係機関
と連携し、備蓄医薬品の拡充を図る。

特に環境変化,障害,
課題等解決のため,R3
年度で取り組む改善
策

多くの医療従事者が知っていて使いやすい医
薬品を検討し、必要に応じ変更し、備蓄するこ
ととする。

事業の公共性 必要性
1:日常生活に不可欠（必需）
2:日常生活に不可欠ではない（選択）
3:どちらにも該当しない

公益性
1:より多くの市民に提供（共同型）
2:特定の個人・団体等に提供（個人型）
3:どちらにも該当しない

R2年度終了までに把
握している環境の変
化,障害,課題となって
いる事項

継続して必要な医薬品の種類・数量等を関係機関と検討する。

主な取組み内容の
達成度

↑:年度当初目標以上
→:年度当初目標どおり
↓:年度当初目標以下

左記の理由として良かった点,悪
かった点など

松山薬剤師会と災害協定を締結し、委託を行った。

施策への貢献度
（目的の達成度を含む）

1:貢献している 左記の理由 医療救護活動に使用する医薬品を確保した。

予算執行残額　（単位：千円） (A)-(B) 0 0

主な取組み内容

松山薬剤師会と災害協定を締結し、委託を行った。

主な経費（単位：千円）
※R2→決算,R3→予算

委託料1,100千円 委託料1,150千円

特記事項（単位：千円）
※繰越,補正,流用,事業統合等

その他 0 0 0

一般財源 1,050 1,100 1,150

0 0 0

市債 0 0 0

決算額 (B)　（単位：千円） 1,050 1,100

内訳　（単位：千円）
※R元→R2 決算内訳,

R3→予算内訳

国支出金 0 0 0

県支出金

R元年度 R2年度 R3年度

現計予算額 (A)　（単位：千円） 1,050 1,100 1,150

始期・終期（年度） 終期の種別 2:事業の継続・終了の検討時期

一般会計 衛生費 保健衛生費 診療所費 R2 予算措置時期

背景
（どのような経緯で開始した

か）

市が災害用医薬品を備蓄すると使用しなかった場合に期限切れの医薬品が廃棄となる。

対象・事業内容
（誰に対して,何をするのか）

災害時に医療救護活動で使用する医薬品の備蓄・管理を松山薬剤師会に委託する。

受益者負担の状況 負担の有無 3:負担する性質でない
「有り」の場合,基準や金額等
「無し」の場合,その理由

事業の目的
（どのような状態にするか）

大規模災害発生時に迅速に医療救護活動を実施するため、救護所等で必要な医薬品を確保する。

医療救護体制の強化 -

総合戦略 4222

④住み続けたいまちをつくる（持続可能なまちづくり）

取組み
② 全庁的な防災・危機管理体制の不断の見直しを行うとともに、災害時の避難場所の整備や備蓄物資、
必要な資機材の整備を進めます。また、災害時の道路遮断の防止や電力・通信網の切断被害の軽減な
ど、都市災害の防止のため、関係機関との協議の上で計画的に無電柱化を進めます。

②生活の質と都市力の向上

②安全・安心な暮らしの推進

主な取り組み 災害発生時の体制づくり

市長公約

-

取り組みの柱

総合計画の実施計画掲載有無(R2) 重点的取組事業該当有無(R2）

根拠法令,条例,個別計画等

基本目標 生活に安らぎのあるまち【安全・安心】

笑顔
プログラム

311

個別プログラム 笑顔を守るプログラム

政策 災害等に強いまちをつくる 重点プロジェクト みんなで守り助け合う「安心して暮らせるまちづくり」プロジェクト

施策 災害発生時における体制の整備 主な取り組み 協働による防災活動等の推進

安藤　省吾 奥村　高史 奥村　高史

事務事業名
（施策コード） 災害用医薬品確保事業

1-1:自治事務（実施規
定なし）

2:委託

山内　利博 山内　利博 柏木　康宏

令和2年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

白石　浩人

評価実施年度 令和3年度 評価対象年度 令和2年度

令和3年度
保健福祉部 医事薬事課 担当グループ名 救急医療担当 911-1804

北川　敦史 奥村　高史
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＜業績の分析＞
単位 区分

目標値 目標値 25

実績値 達成年度 令和4年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

目標値 目標値

実績値 達成年度

％ 達成度

上記指標の実績に対
する評価（達成又は未
達成要因の分析）

活動指標 災害用医薬品の備蓄を図る。

成果指標

上記の指標以外に,指標では表すことができな
い定性的な成果がある場合,その内容

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

成果指標

（3つまで設定可）

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

指標の種類 3:累計での増加を目指す指標
最終目標値の
設定の考え方

効率的な運用方法や数量を検討し、25セット分を上限に配備する。

本指標の設定理由
医療救護所に対応する備蓄医薬品の数量

指標の種類
最終目標値の
設定の考え方本指標の設定理由

5 5

5 5 5

活動指標

（3つまで設定可）

備蓄医薬品
セット

5 5 5

100 100 100

【活動指標】とは…事業の具体的な活動量（アウトプット／「市」が何をしたか）
【成果指標】とは…事業実施により得られる成果（アウトカム／活動の結果、「市民等」がどうなったか）

目標達成度 指標名 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標
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